
　波崎海水浴場の周辺で開催される「きらっせ祭り」。メ
イン会場では地元グルメが楽しめる青空市が開催され
るほか、鳴り物や手踊り披露などのイベントも企画され
ています。“きらっせ”は“どうぞお越しください”という意
味。盛りだくさんの催しで来場者を楽しませ、県内外か
ら観光客を呼び寄せる盛大な祭りに成長しています。見
どころは、昼から夕方
にかけて市内を練り歩
く神輿パレードと打ち
上げ花火。約5,200発
（予定）の花火が波崎
海岸の夜空を彩ります。

きらっせ祭り 8月27日（日）開催
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。
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祭
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。
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迫
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祭
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。
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今
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メ
イ
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葉
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岐
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全
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。
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祭
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ら
れ
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上
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。
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祭
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供
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と
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あ
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売
れ
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せ
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。
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が
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っ
ち
ゃ
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。
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。
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祭
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新
し
い
試
み
が
加
わ
り
、
ま
す
ま
す
華

や
か
さ
を
増
す
、
か
み
す
舞
っ
ち
ゃ
げ
祭

り
。
会
長
の
野
口
さ
ん
を
は
じ
め
実
行
委

員
会
の
皆
さ
ん
は
、「
踊
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憧
れ
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台
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！
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。

　
さ
ら
に
、
安
心
安
全
な
祭
り
で
あ
る
こ

と
も
自
慢
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イ
ン
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テ
ー
ジ
か

ら
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パ
レ
ー
ド
や
ダ
ン
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を
披
露
す
る
ス

ト
リ
ー
ト
、
飲
食
コ
ー
ナ
ー
ま
で
す
べ
て

神
栖
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央
公
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内
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完
結
。
救
護
コ
ー

ナ
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や
迷
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の
預
か
り
所
、
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ム
ツ
替
え

ス
ペ
ー
ス
な
ど
を
完
備
し
、
子
ど
も
連
れ

か
ら
お
年
寄
り
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で
、
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が
安
心
し
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楽
し
め
る
よ
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営
し
て
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ま
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。
ま
た
、
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、
か
み
す
防
災
ア
リ
ー
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で
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開
催
も
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野
に
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。

　
地
元
の
祭
り
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を
注
ぐ
人
た
ち
を
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を
込
め
て
〝
祭
り
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カ
〟
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さ
ん
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自
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も
そ
の
一
人
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こ
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。「
か
み
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舞
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ゃ
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損
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の
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む
仲
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ま
っ
て
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ま
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。
頭

で
考
え
て
い
た
ら
動
け
な
い
し
、
一
人
で

は
何
も
で
き
ま
せ
ん
。
み
ん
な
の
力
で
一

つ
の
祭
り
を
作
り
上
げ
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ま
す
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多
く
の
人
が
集
ま
っ
て
地
元
が
元
気
に

な
る
喜
び
を
、
踊
り
手
も
観
客
も
、
今
年

は
存
分
に
味
わ
え
そ
う
で
す
。

社
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紹
介
や
Ｃ
Ｍ

を
放
映
す
る
ほ
か
、

サ
ー
チ
ラ
イ
ト
で
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や
か
に
ス
テ
ー

ジ
を
照
ら
し
ま
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。

ま
た
、
大
型
モ
ニ
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ー
を
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し
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10
ト
ン
ト
ラ
ッ
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も
用
意
。
フ
ー
ド

コ
ー
ナ
ー
に
も
モ

ニ
タ
ー
を
配
置
し
、

祭り専用トラック「地
じ
方
かた
車
しゃ
」

伯耆委員長 七夕飾りと通りを練り歩く山車

かみす七夕まつり
　旧暦の七夕前後に、港南通り・すずらん通りで開催
される「かみす七夕まつり」。商店会や地区が一体と
なって続けてきたこの祭りは、今年50回目の節目を
迎えます。
　七夕のシンボルといえば華やかな飾り。残念ながら
コロナ禍の3年間で老朽化が進み、例年のように商店
街を彩ることは難しい状況です。そうした中、若いメ
ンバーから「祭りを新しく変えていこう」という前向き
な声が上がり、キッチンカー村などの
新しい試みが予定されています。祭事
委員長の伯

ほう
耆
き
進さんは、「七夕まつりの

魅力は人のふれあい。形が変わっても、

地元のつながりや賑わいを維持していく上で、続ける
ことが大事です」と祭りへの思いを語りました。

　7月の最終土曜・日曜日、大野原中央通りで行なわれ
る「かみすみなと祭り」。今年は残念ながら中止となり
ましたが、例年は歩行者天国を山車や神輿が練り歩き、
浜松公民館に設営されるステージでは太鼓演奏やま

とい演舞などが披露されます。
ジャンケン大会やビンゴゲーム
を中学生が企画するなど、若
い世代も祭りの運営に参加。昭
和47年、鹿島港の開港を記念
して始まった祭りは、地域住民
のふれあいの場として若い世
代に受け継がれています。

かみすみなと祭り

8月5日（土）・6日（日）開催

よいやっせぃ」の掛け声が響き渡り、荒々しく神輿が
波打ちます。
　コロナ禍では神事のみを執り行ない、地域からは「さ
みしい」「波崎ではないみたいだ」という声が上がりま
したが、今年、7月29日（土）・30日（日）に開催された
祭りで神輿も完全復活。手子后神社神職の鈴木伸吾さ
んは、「祭りは波崎地区の人々の心のよりどころだと思
います。地域の皆さんの
思いは強い。祭りが、人
と人をつなぐためのきっ
かけとして続いてほしい
です」と祭りや地域への
思いを話しました。

　大潮祭は、波崎地区の氏神である手
て
子
ご
后
さき
神社の祭典

です。見どころは、鳴り物やあばれ太鼓に先導され
て市内を練り歩く神

みこし
輿。クライマックスには「よーい、

大潮祭

地元はもちろん全国各地のご当地グルメも多数出店

各チームの旗士による旗の共演

関東一と呼ばれる祭りを目指して4年ぶりに復活
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